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やまぐちスローツーリズム　周防大島・徳地交流プログラム報告
山口県立大学　国際文化学研究科　２年　藤井道子

平成１９年８月１２日（日）晴天。

大学を出発し、徳地山村開発センターから、徳地の方々と合流。
徳地山村開発センター横の田んぼでは、垂直に伸びたしっかりとした細長い緑の葉の間からまだまだ小さいながらもびっしりとついた稲穂がのぞいている。
「この辺りでは、コシヒカリは穂がたおれ、つくりにくいので、ほとんどがヒトメボレだ」と徳地から乗り込んできた人が教えてくれた。

手入れの行き届いた庭先、草が刈られた田んぼの畦から、きちんとした農家の生活がうかがえる。

この夏の力強い日差しが秋の実りを約束してくれることだろう。

徳地達人塾の人達は、日頃運転しているときは見えないが、佐波川を舞う白鷺や、自分達の緑の山々が美しいと笑顔ではしゃぎながら誇らしげに話す。

車窓から川沿の材木店が見えると「昔はここいらによけいあった。材木は製品として売るには、乾燥するのに時間がかかる。なんちゅうたって手間がかかる。よいよ減ってしもうた。石風呂も材料（たきぎ）を集めるのが大変ちゃあ」と後ろの席の岸見で石風呂を焚いてくれた人が話している。
徳地町が広域合併して、良いことがあったかと聞くと「ゴミ袋（可燃物ごみ袋(大)1枚８０円→３０円、(小)５０円→２０円、平成１５年５月１日から適用）
が安くなった」と答え、「介護認定が厳しくなった」と合併とは関係ない、行政への愚痴もでた。

防府から山陽道に入り、路肩に咲く高砂ユリのラッパのような白い花が、まるでおしゃべりをしているように続いた。

山陽道の下松ＳＡで、休憩。
ちょうどお盆で、駐車場はほとんど埋まっていた。

このＳＡにはインストアベーカリーがあり、人気が高い。また、魚の干物が好評だと聞いたことがある。陳列用冷蔵庫には魚を開いて干したものがあり、パンをトレーに入れたお客さんが１０人くらいレジに並んでいた。
軽食のテーブルも満席で、まるで都会のデパ地下のように華やいでいる。
高速を降りると、ハスの葉が見えた。ＰＣの画面が隠れるような大きくマッドな緑色の葉にはじかれ中心で水が玉になって光り、ゆらめいていた。
人の頭よりも大きく開いた花がポツリポツリと首を出し、淡黄色をおびた白色の花びらの一枚一枚が観音様がさしのべる手のようだ。
大島を目の前に渋滞にひっかかった。
ちょっとうんざりとしたその瞬間「うわー」と目の前に青い海と緑の島がいきなり飛び込んできた。これこそ夏本番！キラキラと海に反射する陽の光が目に眩しい。

薄萌黄色のトラス式の橋を渡るとウキウキワクワクしてきた。

セブンイレブンに浮き輪が並ぶ。

バスがカーブで速度をおとすと、ミカンのまだ青くて小さい実が、濃い緑色の葉の間に確認できた。
だんだんと大島に「きたー！」って気分が盛り上がってきた。

しばらく海沿いをバスが走り、どっちがいま来た本州なのか全く方向がわからなくなるとちょうど歴史民族資料館に着いた。

「えっ！」ターキスブルーのハイビスカスに緑色の太陽！それに入道雲？ひょうたん？とどめのピンク！
南国気分満点のアロハシャツが笑顔で出迎えてくれ、超バカンス気分になった。

純日本風の資料館（久賀町歴史民俗資料館）を抜けて下に降りると、緑の広い芝生の中庭の周りに大きく庇の伸びた回廊があり、床にはテラコッタ風の大きなタイルが敷き詰められ、心地よい風が通り抜けた。
生涯学習施設が併設されており、広い縁側のような陶芸室では、小学生が土器のようなものを手にしていた。
回廊の照明には、デッキライトが吊り下げられ、梁には多くのツバメの巣の痕跡があり、鳥にとっても心地よいところなのだろう。
お見合い会場（八幡生涯学習のむら）に入ると、昔と今、懐かしさと使いやすさのある空間で、木の梁と、金属パイプがむき出しの屋根がそのまま天井になっていた。
お見合い相手は、ラフなスタイル（大島では当たり前のアロハシャツ、普通のクールビズ、若そうなＴシャツ、深い海の色シャツの新聞記者）で、陽射しをはねかえすような島の陽気さを感じさせてくれる。
なぜアロハを着ているのかと質問すると、雲型アロハの人が、「ここ大島（正式名称は屋代島）ではハワイへの官約移民が日本で一番多く、官公庁や銀行等は夏場にはアロハを着ている。かえって着ていない人のほうが目立ってしまう」と答えてくれた。

明治18年(1885年)ハワイ政府の要請により、944人の日本人が第1回官約移民としてハワイへ渡航しました。大島郡出身者はその約3割を占めていました。以後、明治28年(1895年)第26回船をもって官約移民が廃止されるまで、全国から2万9000人、そのうち大島郡からは約4000人の人たちが夢と希望を胸に渡航していきました。

仲人の一人が緊張をほぐそうと、オカリナで「ミカンの花咲く頃」を吹くと、スーと空気が落ち着いた。
案外当人同士は緊張していなくて、仲人の方が緊張気味のようだ。

自己紹介が終わり、つつがなく次ぎの席（資料館）へ移動した。
資料館にあがっていくと、生活の道具が海と山に分けられ展示してある。たくさんの同じような籠がひとかたまりに置いてあり、首をかしげていると、雲型アロハの人が「一つでいいようなものだけれども、なんでもかんでも、同じものでもとにかく集めてこいと、宮本常一が収集させた」と解説してくれた。
ここ周防大島は民俗学者の宮本常一の出身地であった。
同じ籠がたくさん展示してあると、その籠がほんとうに当時使われて、どこの家にもある普段の生活に馴染んだ、あたりまえのモノだとわかってきた。
地下には醤油蔵をそのまま移したような収蔵庫があり、国の重要有形民俗文化財指定を受けている用具が陳列してある。
階段を下りると、お醤油の美味しそうな匂いが漂い、その匂いとたくさんの大きな醤油樽の側を通ると、タイムスリップして当時の製造風景を見学しているような不思議な気分になった。
日傘をさして県道を渡り、資料館向かい側のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くか),久賀)の石風呂を見に行く。
【久賀の石風呂】１１８０年　平重衡によって東大寺が焼失。後白河法皇の領土であった周防国から木材を調達するため、１１８６年俊乗房重源上人が任命され下った。用材は山口県徳地より切りだされた。その間、この地に巡錫の折、石風呂を造った。
以来、病の治療によいと評判になり、昭和２０年以降まで使用されていた。この石風呂は西日本最大最古のもので、昭和３３年文部省の文化財重要民俗資料に指定されました。［国指定重要有形民俗文化財］

徳地と同じく、隣接してお堂もあった。
西日本最大というのが石風呂の内部空間をさしているのか、外から見るとわりとこじんまりしている。

再び学習むらにもどり、昼食のお弁当を食べる。

お刺身には３種類のお魚が入っていて、大島の海の幸の豊かさを感じる。

豪華すぎて、おかずが全部食べきれなかった。

スペインから帰ってきた留学生が、スペインの先生にお弁当に入っているコンニャクの説明をするのに苦労していた。
ボタンダウンシャツの人の運転するマイクロバスに乗り変えて、次の地下室の石風呂を見に行く。

車中で、緑の太陽のシャツの人とナチュラルカラーのシャツの人が交代で、曲がりくねった山道をゆれながらガイドしてくれた。

【地下室の石風呂】石風呂は石積みや岩窟の空洞を利用した熱気浴施設です、当石風呂は岩盤を貫いた洞窟式石風呂。徳川家光（三代将軍）の頃の検地帳に記載されていますが、更に古いものと思われます。瀬戸内のものはほとんどが築石式ですが、洞窟式のものはまれです。

山道を少し走ってバスを降り、綺麗な水の流れに沿って細い道を登るとすぐに、お堂が見えた。
木の葉の間から、強い夏の日差しに目がくらむ。

お堂の手前の岩山には石で四角く縁取られた大人の男性がやっと入れるくらいの小さな入り口があった。
一人が覗き込んだ途端、身体の重そうな一匹の蝙蝠がその入り口から飛び出してきて、真昼の光の中へ姿をくらませた。

石風呂とお堂の間を渓流が流れ、その岩の間にセキショウが群生していた。

【セキショウ】（石菖・石菖蒲）サトイモ科の多年草。水辺に自生。ショウブに似、香気があるが小形。肥厚した根茎から長さ数十センチメートルの剣状の葉を生ずる。初夏、黄色の細花を棒状に集めて付ける。根茎を乾して鎮痛・健胃・駆除剤とし、また浴料として使用。ナガラミ。古名、いしあやめ。漢名、菖蒲

「セキショウは綺麗な水でないと育たない。これを石風呂を焚いてから窯の中に入れて、水蒸気をたてる」と徳地の石風呂を焚く人が説明した。
大島の人は、このセキショウのことは知らなかった。

再びマイクロバスに乗り、家房の石風呂に向かう。

【家房の石風呂】家房（かぼう）の石風呂の起源は、江戸時代末期の頃とされています。当初は、海抜240mの高地（家房平床）にありましたが、家房開拓の歴史とともに移住者が増え、また入浴時に海藻を敷き詰めることから、昭和2年5月に海に近い現在の所に移設されました。5月から6月にかけて麦の収穫期や田植え時期には、疲労回復と体力のために、また神経痛・腰痛などに効果があることから広く利用されました。
 

海辺に近い大きな道でバスを降り、人家の連なるゆるやかな細い坂道を登り、レンガの門柱を右に入り、ため池を抜けるとミカン畑の中に小屋がみえる。ミカンの木の下には摘果された小さなミカンがたくさんころがっていた。その小屋の傍らには、ミカン運搬用のレールが通っている。
徳地で石風呂を焚く人は高齢で脚が悪く、この道を歩くのもきつそうだ。

今も使われているこの石風呂のことだけを考えて、一歩一歩脚をひこずって歩く姿が痛々しい。

この小屋は石風呂の準備室で、その奥に上部がセメントでまるく固められた石風呂があった。
昭和の初めにわざわざここに移築したのは、この辺りに民家が多くそのほとんどが農家で重労働であったことを容易に連想させる。

セミの声がけたたましく聞こえ、ため池の生ぬるい臭いがうだるような暑さを誇張する。
坂を下りバスに戻るとよく冷えた飲料が用意されていて、熱い身体に沁みわたる。

こういう心遣いがほんとうにありがたい。
海を見ながら少し走り、バスは坂の中腹で止まった。

やさいいピンクの木綿の長袖シャツをきた笑顔の女性が、待っていてくれた。

バスを降りる大人数の人に驚きながらも、「ここに嫁にきてから、一度も農薬を使ったことは無いから安心してピーマンやオクラをとっていいよ」と声をかける。
中国からの留学生は早速ピーマンを手にし、肉厚で甘くて美味しいとかじった。
自宅に案内され、田舎の大家族、農業と牧畜の生活をありのままに話してくれた。

生き物（牛）を飼うには２４時間休みが無いこと、家族が多く親戚が集まると食事も大人数で、それに慣れていて、農作業体験者を受け入れるこのが苦にならないと等、人が好きであり、生きるたくましさがその笑顔にみなぎっていた。

スペインで羊を飼っている人は、乳牛に一番の興味を示し、若い学生らといっしょに牧場の見学に行く。
残りのメンバーは暑さで、へばり、クーラーのきいた部屋で海を見ながらしばらく身体を休めた。
ゲストルームが二つあり、広いリビングから海がひろがり、本州がよその国のように見える。

牧場から帰ってきた人達は水で手をよく洗ってから、バスに乗り込んできた。
同行した、学生が「牛舎は涼しくするための設備があり、犬がたくさんいた」と元気に言い、笑顔で迎えてくれた人はバスが見えなくなるまでずっと手を振ってくれた。

最後の見学場所に向かう車中では雲型シャツの人がハワイ移民のことや宮本常一のことを説明し、砂浜には海水浴客のパラソルが見え隠れする。
バスが海岸沿いの「ふきのとう」と書かれた暖簾のかかった民家の近くに止まった。

そこではエプロンをした女性が、圧力釜であずきを炊いていた。
普通の民家にトイレと台所を造り直し、手づくりのおはぎやドーナツを玄関先で売っている。その他にも和風な小物や雑貨が置いてある。
「布でつくる草履教室を開催したところ、入りきれないくらいとても人気があった」とアロハの一人が話してくれた。
「ここ（旧東和町）は高齢化率が日本一で、ゆくゆくは、高齢者へのお弁当の配達を考えて、コツコツとやっている」とエプロン姿で調理をしながら話す。
試食させてもらったおはぎは、素直な食の安全と、高齢者への気持ちがこもったやさしい甘さだった。

ＪＡで大学のバスの乗り換え、お見合い相手と相手方の仲人さんに別れを告げ、帰途についた。
バスのドライバーは事前に大島を下見してくれていて、みなが安心して、安全運転のバスに身をまかせて、うとうとした。
≪見合いの印象≫
第一印象同士は石風呂で、大島の彼は徳地の彼女のご両親のいる岸見の石風呂家をまず、拝見しに行くところまでこじつけた。

いまどき見合いは堅苦しいので、合コンの方が気安くて若い人の交流につながるかもしれない。

双方とも地道な地域活動をしており、交流することで、互いの共通点、違いを見つけ、また、活動の大変さを共有することで、発展するためのきっかけとなる良い企画となった。

徳地と大島の印象をキーワードでピックアップしてみる。
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何度か徳地の達人塾生との交流はあったが、大島に上陸したのが初めてであり、もう少しゆっくりゆったりと島の時間を過ごし、島の生活を感じてみたい。
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